
美しが丘東小学校

令和６年度 学校説明会



本校の教育目標

「豊かな心 大きな夢 つなげ広げる 美東の子」

教育目標達成のために、教職員が心を合わせ、日々の教育活動に取り組んでいきます。

【豊かな心】
（徳）礼儀を重んじ、友達を思い
やり、感謝の気持ちをもつ子を
育てます。
（体）健康の大切さを知り、自分
や人の生命と体を大切にする子
を育てます。

【大きな夢】
（知）自ら興味や関心を広
げ、あきらめずに挑戦する
子を育てます。

【つなげ広げる】
（公）自らができることを考え実践
し、他社と共に生きようとする子
を育てます。
（開）様々な人とのコミュニケー
ションを大切にし、豊かに表現で
きる子を育てます。



なかよし第１学年

【基本方針】
○一人ひとりが何事にもやる気をもって取り組み、頑張ったことで自信がもてるような
学年経営を目指します。

○保護者や地域との連携を図り、子どもたちの心身ともに健やかな成長を育みます。
○自分の思いや考えを生き生きと発信できる子を育てます。

【このようなことに取り組みます】
○友だちとの関わりを大切にしながら、互いのよさや頑張りを認め合える場を作り、思
いやりの心が育つように指導します。

○家庭や学年間との連携を密に行い、子どもたちの小さな変化を見逃さず指導にあた
ります。

○さまざまな学習や体験を通して、自分のことは自分でできる力をつけます。



第２学年

【基本方針】
〇個々の児童の個性と良さを積極的に認め、また児童同士もそれを認め合える学年を
目指します。
〇課題意識をもって学習に取り組み、達成感を味わうことができるように、学習指導を
進めます。
○保護者や地域との連携を図り、人との関わりを大切にする子どもを育てます。

【このようなことに取り組みます】
〇授業では、各単元の確実な理解・習熟が図れるよう、基礎的基本的な内容について
繰り返し学習できるよう努めます。
〇学校行事を通して、集団におけるルールを守ることの大切さを学び、活動の楽しさを
実感できるよう支援していきます。
○子ども達同士で学び合い、身近な人と多様な形で関わることができるようにします。

にこ×２ チャレンジ ２年生



第３学年

【基本方針】
○自分から進んで行動をし、互いの良いところを見付け、友達を大切にする子どもたち
を育てます。
○自ら課題を見つけて考え、めあてに向かって進んで解決していく力を育てます。
○友達の輪や活動範囲を広げ、友達や地域の人とより深く積極的に関わりながら、よく
考えて行動できる力を育てます。

【このようなことに取り組みます】
○遠足、まち調べなどを通して、友達のことを思いやり、協力して活動できるように支援
します。学年で情報交換を行い、共通理解を図って、指導にあたります。
○社会や総合的な学習では、自ら課題をもち、人・もの・ことに積極的に関わって問題
解決が図れるように指導を行うとともに、地域により一層の愛着がもてるように取り
組みます。

ハッピー SUN



第４学年

【基本方針】
○互いを思いやり、相手の良さや個性を認め合いながら、よりよい関わりを築いていけ
る学年を目指します。
○学習活動では、課題に進んで取り組み、協力して解決する力を身につけられるように
支援します。

【このようなことに取り組みます】
○学年での取組を多く取り入れ、横のつながりを深めるとともに、高学年に向けて上級
生や下級生との関わりも意識して過ごせるよう指導します。
○体験的な学習の機会を取り入れ、自分のめあてに向けて見通しをもって活動できる
ようにします。
○課題に対する自分の考えを友達と共有し、互いの考えを深めあう授業づくりをしま
す。

４ピース☆スター
～思いやり・めりはり・笑顔・みんなのお手本に～



合言葉は５Ｇ
～けＧめをつけよう。Ｇりつしよう。チャレンＧしよう。

Ｇしんをもとう。Ｇぶんを大切にしよう。～
第５学年

【基本方針】
○今、何をすべきか。メリとハリ。オンとオフ。一生懸命取り組む時とちょっと息を抜く時の区
別をつけられる子どもを育てます。
○学習や行事に責任感をもって取り組み、課題を成し遂げるために、最後まで諦めずにやり
遂げることのできる子どもを育てます。
○自ら考え決断し、主体的に取り組む子どもを育てます。
○自分や友達のよさと成長を認め合い、自分や友達の心を大切にできる子どもを育てます。

【このようなことに取り組みます】
○教科担任制や少人数制を導入し、学年チームで子どもたちを育てていきます。学級担任と
の関係性だけでなく、より多くの教師と接して人間関係を築く中で心の安定を図り、学び
を深め、個性や能力を伸長させていけるよう指導、支援をします。
○学習やあらゆる行事活動において、課題解決に向かって自分で考え、自分の力で乗り越
えることができるよう、目標を設定して取り組みます。



一致団結
～美東船のかじをとれ～

第６学年

【基本方針】
○見通しや責任をもち、何事にも積極的に取り組みやり切ることで、達成感を味わい自ら
の力を日々、伸ばしていく子を育てます。
○互いのよさや違いを認め合いながら、一人ひとりが自分らしく活躍し、他者との関わりも
大切にできる学年を目指します。
○自ら課題を見つけ、主体的に解決に向かう姿勢を目指します。

【このようなことに取り組みます】
○教科担任制を引き続き行い、学年で子ども達を育てていきます。また、豊かな学びを目
指し、外部講師による授業、様々な校外学習など、多角的な学習の場を設定していきま
す。
○一人一役で学校行事などの実行委員を担当し、主体的に取り組みます。
○どの活動においても、よりよい方法を自分で考えられるように支援していきます。



４５６組

【基本方針】
○基本的な生活習慣を身につけ、挨拶を大切にしていきます。
○友だちとの望ましい接し方、協力の仕方を学ぶとともに、人との関わることのよさを
伝えていきます。
○自分のよさが分かり、前向きにチャレンジする態度を育てます。

【このようなことに取り組みます】
○よいところや努力する姿を認め合い、称え合う雰囲気を大切にしていきます。
○遊びや学習での交流など、日常生活のさまざまな場面で友だちと楽しく関わる場面
を設定していきます。
○挨拶や返事、お礼の言葉など日常生活の中で実践していけるよう、繰り返し声かけ
していきます。

みんな スマイル



○「責任をもってけがのない安全な学
校を作ろう」という健康テーマのも
と、けんこう委員を中心に、いろいろ
な場面で一緒に考え実践します。

〇ほけんだよりや掲示物を通じて、季
節に合わせた健康情報を伝えます。

○自分の心身の健康づくりを積極的
に目指し、自他の生命を尊重できる
児童の育成を行うことを心がけま
す。

○命を大切にし、生涯にわたり
自ら健康的な生活を送る子どもを育てる
ために、日本型の食事を進めます。

○その日の献立のねらいを 「パクパクだ
より」を通して、具体的に伝えます。

○給食のよさを、給食委員会を中心に、い
ろいろな場面で一緒に考え、実践しま
す。



今年度の重点研究

〇研究主題

伝え合いを通して子ども達が豊かに交流し、新しい考えに出会う喜
びを感じ、友達の考えと自分の考えを比べながら多面的・多角的に考
える力を伸ばします。

〇研究方法

年間を通して全担任が研究授業に取り組み、学年やブロックで研究
の成果を共有することで日々の授業力向上を図ります。また、外部講
師を招請して研修及び研究授業についての指導・助言を受け、研究
主題に迫るための授業改善を行います。

「他者との関わり合いを通して、主体的に学び、自己の資
質・能力を高める体育科 」



特別支援コーディネーター

児童指導・児童支援体制
複数の教職員が様々な場面でかかわり、お子さんの学習、生活での成長や課

題を見取り、指導・支援をします。

専科・少人数

担任

児童支援専任

学年主任

副校長

養護教諭

学年教諭
（４・５・６学年教科担任制）

スクール・カウンセラー
校長

子ども

4年生以上で教科担任制を実施し、様々な教員
と触れ合う機会を確保します。また、授業の質
を高め、適正な評価に取り組みます。

学年主任の担当
教科を減らし、
学年主任を中心
に目標を共有し
て子どもを育て
ていきます。

個に応じた支援を充実させるため、3人の
特別支援コーディネーターによるユニ
バーサルデザインを実践します。

3・4・5年生の算数は少人
数（またはティーム・
ティーチング・専科等)を
実施します。担任や学年主任だけでな

く、どんな悩みもキャッ
チできるように学校全体
を見ていきます。



今年度の主な行事予定
運動会 ６月１日

６年 日光修学旅行 ９月１１日・１２日

５年 西湖体験学習 １０月２０日・２１日

４年 高尾体験学習 １０月２９日・３０日

全校 なかよしピクニック １０月４日
（その他の校外学習については、各学年のお知らせをご覧ください。）

卒業証書授与式 3月１８日



子どもにとって安心できる場所
全ての子ども達にとって、学校は安心して通える場所であってほしい

それが、私たち教職員の一番の願いです。

今年度は、特別支援を充実させるために、より一層、児童支援専任（専任）や特別支援
コーディネーターの活用を推進していきます。今年度に入り、すでに専任への相談申し込
みも増えております。今後も、どんな小さなことでも構いませんので、お気づきのことをどう
ぞ学校までご相談いただけたらと思います。

また、今年度も引き続き、子どもの成長にじっくりと関わるために、教職員が子どもと向
き合う時間を確保できるよう「働き方改革」に取り組んでいきます。ご心配なこともあるかと
思いますが、子どもの健やかな成長を願う点については、保護者の皆様も同じ思いです。
限られた時間を有効活用し、充実した教育活動が展開できるよう努めてまいります。

さらに、今年度も、教育活動をより一層充実させるため、まちの教育力（保護者、地域の
方々、ボランティア等）を積極的にお借りします。それぞれの立場から子どもの成長にかか
わり、連携を通して教育活動をより一層充実させていきます。

ぜひご理解、ご協力をよろしくお願いします。

学校長 藤本光子


